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県連では、会員生協や関係団体等の大震災からの復旧・復興に向けたとりくみについてお知らせし

ていくために、「東日本大震災復旧・復興ニュース」を発行しています。現在、会員生協の状況につ

いて、集約中です。会員生協の皆様からも、情報提供いただけますようお願いします。 
 

●松島医療生協「健康まつり」開催 ～震災復興で絆（きずな）を強めよう～ 

１0 月 23 日（日）松島中央公民館を会場に「2011 年度松島医療生協健康まつり」を開催されました。 
オープニングは、地元の子供達の勇壮な「五大堂太鼓」ではじまり、フラダンスも披露されました。 
来賓として出席した大橋健男松島町長は、「震災の時、どこよりも早く松島医療生協が駆けつけて来て

くれました。」として感謝の言葉を述べました。東松島市の五野井敏夫市議会議長は、「東松島市の津波の

犠牲者のこと」を涙ながらに報告しました。今年の健康まつりには、600 余人の参加があり、午前の部は、

坂病院の医師矢崎とも子先生をお迎えして「放射能問題」についての学習講演会が行われました。午後の

部では、演芸会が実施されました。 
 

● みやぎ県南医療生協「第 13 回健康まつり」開催 

10 月 16 日（日）晴天の秋空の下、みやぎ県南医療生協第 13 回健康まつりが開催されました。町内の

行事が重なる中 1,700 人の参加者で賑わいました。 
前日から雨模様が朝まで続いて心配されましたが、開催時刻には晴天となり、絶好の「まつり」日和と

なりました。      
恒例となった船岡中学校吹奏楽部によるオープニングで始まり、中央舞台での各支部・サークルの出し

物や健康クイズ、大抽選会などで楽しいひと時となりました。 
今回のまつりでは、槻木施設のデイサービス事業の開始を予定しており、その事業所の名称をまつり参

加者みなさんにシール投票をしてもらいました。その結果「あおぞら槻木」が一番多く、その名称を 10
月 22 日（土）の理事会で確認しました。 

また、今回被災地支援活動を継続的に行うため、バザーの売上金全額（107,937 円）と出店料などを、

被災地支援活動に充てることとしました。 
 

● 「仙台市震災復興計画（中間案）」へ意見を提出 

仙台市では、「仙台市震災復興計画」を現在策定中です。9 月 22 日（木）～10 月 17 日（月）まで、「仙

台市震災復興計画（中間案）」へのパブリックコメントを募集しました。 
10 月 17 日（月）宮城県生協連では、被災者の意見を十分に聞き、その意見を反映させた「仙台市震災

復興計画」が策定されることを要望し、意見を提出しました。 



●みやぎ生協では、ボランティアセンターを開設して活動を行っています。 ●みやぎ生協では、ボランティアセンターを開設して活動を行っています。 

 


